
写真1　本連載で作成する物体運動シミュレータを動かした結果

Jetson Nano

1024個の粒子群を
同時並列処理する
シミュレータ画面

　2019年本誌9月号特集では，NVIDIAのGPUス
タータキットJetson Nanoを使ってCUDA Cプログ
ラミングでGPUを全力回転させ，円周率などの高
速な行列演算に応用してみました．
　本連載では，GPUの基本構造とCPUとの違いを
理解しながら，GPUならではの並列処理プログラ
ムを作成します．目標は，GPUの特徴を活かした
た物理シミュレータ・アプリの作成です（写真1）．
応用すれば電界や天体運動のシミュレータを作るこ
ともできます．アプリケーションは，Jetson Nano
のソフトウェア上で動きます．パソコンやCPUで
もアプリケーションを動かせますが，並列演算を高
速に実行できるGPUに比べると非力でしょう．
� 〈編集部〉

たくさんの物体が互いに力を
及ぼし合う挙動を計算する

　本稿では，GPUのサンプル・プログラムとして，C
言語の“Hello.c”に相当するものを作成します．連載を
とおしてサンプルの作成と解説を進める中で，演算結
果を動画で見ることができる物理シミュレータを作り
ます（1）（写真1）．X−Windowの画面上にグラフィッ
クを表示できます．GPUプログラムの記述によって
処理速度が変わるようすがわかります．

● シミュレータの条件
▶条件①…物体の最大数は1024個
　物体を10×10×10個の格子状に3次元配置した場
合でも1000個です．1024個というのはこの手のシミ
ュレーションでは小規模です．
▶条件②…2次元空間
　3次元のデータを画面上で表示する場合，z 軸成分
を取り除くか，遠近法を使って奥行きを表現します．
今回のサンプル・プログラムは試作なので2次元にし
ました．
▶条件③…働く力は距離の2乗に比例
　物理シミュレータは，重力や電磁気力のような，実
際の物体の特性や挙動を模擬するものが多いです．今
回は距離の2乗に比例した力が働く（遠くにあるもの
ほど大きな力が働く）という，実際ではありえない条
件を設定しました．
▶条件④…物体どうしは衝突しない
　物体シミュレーションには，物体が衝突したときの
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注1▶︎GPUを使わないC言語版も用意
　動作速度比較も兼ねて同じ処理をCPUで行うプログラム
“gsim_cpu”も用意しました．QRコードか下記リンク先からダウ
ンロードできます．C 言語のプログラムなので，Linux 上で
X-Windowが動けば，コンパイルし直すだけで実行できます．筆
者も試しにラズベリー・パイやノート・パソコン上のLinux

（Lubuntuを使いました）で動かしました．Jetson Nanoをおもち
でない方も興味が出たら一度試してみてください．
https://github.com/PastelMagic/CUDA_TRG202002
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